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要旨：	
  

	
 単核球系貪食細胞（mononuclear phagocytes）は、単球・マクロファー
ジ・樹状細胞（DC）からなる細胞群の呼称であり、組織恒常性維持ならびに炎
症性病態形成において中心的な役割を担う。我々は、マウス骨髄中に DC 前駆
細胞（共通 DC 前駆細胞、CDP）を同定し報告してきた１。他グループからは単

球・マクロファージのみに分化する前駆細胞（共通単球前駆細胞、cMoP）も報
告されている２。とりわけ炎症病態においては、単球が組織に浸潤しマクロファ

ージや DC（単球由来 DC）に分化、病態構築に関与することも知られている。
また、マクロファージの源として、単球以外に胎生期卵黄嚢や肝の前駆細胞も

報告されている３。これらマウスでの研究に加え、昨年にはヒト DC 前駆細胞の
報告もあった。今回のセミナーでは、単核球系貪食細胞の源となるこれら前駆

細胞研究の動向を、我々の研究を含めながら紹介したい。 
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